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Fluff Test
身体への探索｜実施・部位別記録
C＝病巣反対側 I＝病巣同側。本人の左右と病巣との関係を確認して記入。

氏名・ID： 評価日： 評価者：

病巣側：右・左 探索する手：右・左

C側：右・左 I側：右・左 座位・支持・材料：

1｜準備 → 探索 → 終了確認
① 説明・理解、感覚、痛み、到達範囲、座位の安定を確認。
② 遮眼してから衣服に標的を装着。位置・総数を伝えない。
③ 同側の手で全ての標的を取り外してもらう。場所は誘導しない。
④ 本人の終了判断で残存位置を確認。誘導後の回収は別記する。
標準条件：直径約2cmの円形標的、全24個。固定の制限時間なし。安全に探索できないときは中断理由を記録。探索時間は補助記録として扱う。

2｜部位別に数える
回収数／残存数を記入。探索する同側上肢には標的を置かない。

部位 C配置数 C 回収／残存 I配置数 I 回収／残存

上腕 3 ／ — —

前腕 3 ／ — —

体幹前面 3 ／ 3 ／

大腿 3 ／ 3 ／

下腿 3 ／ 3 ／

合計 15 ／ 9 ／

回収＋残存：C＝15、I＝9になることを確認。脱落・装着漏れは別記し、成立条件を確認。

3｜終了時の様子

探索時間・中断理由

触れなかった部位

触れたが外せなかった部位

本人の終了発言

場面図は概念図です。標的の配置・実施条件は原資料もご確認ください。出典リンクは3ページ目。
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採点｜原法と改訂法を分ける
氏名・ID：__________________ 評価日：____________

1｜原法：病巣反対側の回収数
C＝_____／15個 12個以下（3個以上残存）：原法の基準に該当。
13個回収はこの基準に該当しません。原法の判定と改訂法の分類は別々に記録。

2｜改訂法：左右の回収率差
D＝100 × C／15 − 100 × I／9
C回収数：_____ I回収数：_____ D：________ パーセントポイント
C≧13かつI≧8は正常範囲。その外側を左右差と全体低下で分類。負のDは反対側、正のDは同側の回収率が低い方向。

回収率差の換算表｜行＝C、列＝I

C / I 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 0.0 -11.1 -22.2 -33.3 -44.4 -55.6 -66.7 -77.8 -88.9 -100.0

1 6.7 -4.4 -15.6 -26.7 -37.8 -48.9 -60.0 -71.1 -82.2 -93.3

2 13.3 2.2 -8.9 -20.0 -31.1 -42.2 -53.3 -64.4 -75.6 -86.7

3 20.0 8.9 -2.2 -13.3 -24.4 -35.6 -46.7 -57.8 -68.9 -80.0

4 26.7 15.6 4.4 -6.7 -17.8 -28.9 -40.0 -51.1 -62.2 -73.3

5 33.3 22.2 11.1 0.0 -11.1 -22.2 -33.3 -44.4 -55.6 -66.7

6 40.0 28.9 17.8 6.7 -4.4 -15.6 -26.7 -37.8 -48.9 -60.0

7 46.7 35.6 24.4 13.3 2.2 -8.9 -20.0 -31.1 -42.2 -53.3

8 53.3 42.2 31.1 20.0 8.9 -2.2 -13.3 -24.4 -35.6 -46.7

9 60.0 48.9 37.8 26.7 15.6 4.4 -6.7 -17.8 -28.9 -40.0

10 66.7 55.6 44.4 33.3 22.2 11.1 0.0 -11.1 -22.2 -33.3

11 73.3 62.2 51.1 40.0 28.9 17.8 6.7 -4.4 -15.6 -26.7

12 80.0 68.9 57.8 46.7 35.6 24.4 13.3 2.2 -8.9 -20.0

13 86.7 75.6 64.4 53.3 42.2 31.1 20.0 8.9 -2.2 -13.3

14 93.3 82.2 71.1 60.0 48.9 37.8 26.7 15.6 4.4 -6.7

15 100.0 88.9 77.8 66.7 55.6 44.4 33.3 22.2 11.1 0.0

緑＝正常範囲 赤系＝反対側の偏り 青系＝同側の偏り 白＝NSU候補

NSU：両側の成績が低く、明確な左右の偏りがない状態。理解・全般性注意・到達の制約などを確認します。D＝0でも全回収とは限りません。

表は回収数から算出し小数1桁で表示。±13.3の境界では丸め前の値だけで分類を変えず、原著Table 2の該当セルを照合してください。

改訂法の分類：正常範囲・反対側PN・同側PN・NSU ／ 照合：済・未

原法との違い・解釈：____________________________________________________
PN＝半側身体無視。換算・分類の根拠：Cocchini & Beschin（2022）Table 2。
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生活場面と支援の記録
追加の臨床観察／検査の回収数には加算しません。

1｜検査の結果を生活で確かめる

場面 更衣・清拭・移乗前の手足確認・その他____________

残った部位／生活上の支障

運動・感覚・痛み・理解の影響

2｜支援を一つ試し、変化を記録

試した手がかり・環境調整

自分で確認できた部位・促し回数

次回：減らす促し／そろえる条件

3｜カルテ・申し送り
C/I回収数 → 採点法 → 残存部位と探索行動 → 条件 → 生活の支障 → 支援前後。
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